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京都大学北部構内に植すおされた24~1Í!の樹木を対象に，済紫松J .常緑樹の紅葉期の紫色の変位特

性をd!Wlの変位と比較することにより相対的な変位j支を検討した。紫色を色彩怠設計により計測

し， ClE (L* a本 b*)表色系に燃拠し， L本 (fYl度)， C' (彩皮)， w (色相}を分析の戦とし

た。概して紅紫期にl審議樹は常緑樹に比べ 31拘IJとも紅紫j拐の変般が大きい。常総樹ーは現Jt:JjのLぺ

C*の変1il:7H';Iゅ諜Jt:Jjより大きいものが12離I十18植に及んだ。また，紅葉JVJの紫色の総合的な変役

指様としてか変位指数かという相対評価総を求めてみた。

i はじめに

第 i報では京都大学芦E主演習林1;1;)の天然林から41樹種を対象に初若手の開業期から落葉WJまで，

紫色の季節的変化について (Lぺ Cぺ W)の3次元色彩空間jにおける紛績の色彩特性の類取

化を検討した01}今聞は京都大学j見学部構内に櫛栽された造調樹木を対象に，第 i報と同様Lホ

a場'b*差是色系による色彩の 3次間の分析により，とくに紅葉賠の落紫樹，常総1111の色彩的特

性について計ìWJ~Jim:を増し詳細な検討を 2えみた。

2 澗査地および調査方法

京都大学北1~1対1ff. I)'] に植栽された樹木から Table 1にある謀議樹12犠1211母体，常緑樹12続出似体

(アラカシは倒体援を般討するため 2似体を試料水とした。ナギ;及びユズリハは同一11m体の新紫・

!日葉である。)を選定し 1関 11肉体につき 5枚の:柴を持取し(ナキ、・ユズリハは10枚)， Ti)f先輩

へ持ち帰り，色彩色設計(ミノルタ CR-100) にデータプ口セッサ(ミノルタ DP-100) を抜

統し， 1 試~q.につきマルチ測光モード(31illiJllJ定の平均)より iJ!lj定した。 測定期間は1991年の 7

月末から12月初めにかけての約 4ヶ月であった。 iWJ定綴授については部葉樹はほぼ週 2凶，常緑

樹はj担1間の割で言hJ!IJした。試料諜はその時期におけーる樹木の紫色の標準的なものを選定し，個

体の色彩変{立に注意して採取した。色彩京色系は L*a*bサ毛色系 (ClELAB) を使用し，本報

告では1訪問|司様，色彩空間を (Lぺ Cぺ託。)により表現した。 L*はマンセル表色系では明
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j交にあたり， C勺ま彩}支， H。は色村れこ相当するひ H。はs}J¥!:l{i法 (radian)による色相角である02}

1'able 1 Tree Number and 8p日cies.

務 手長二 樹 Dociduous 1'roos 常 ip主将j Treos 

iマユミ Euonymu日8ieboldianus 15ナぞ(新議) Podocarpus Nagi 
Podocarpus Nagi 
Cinnamomum Camphora 
Camellia japonica 
Osmantus fragrans 

2マンサク Hamamoli日japonica 16ナギ(113淡)

3エゴノキ 8tyrax japonica 17クスノキ

4ムクノキ AphananLhe aspera 18ヤブツノfキ

5ヤマモミジ Accr palmaLum ssp.Ma，tsumurac 19キンモクセイ

6トウカエテ AccrBucrg担nana
7カツラ C巴rcidiphyllumjaponicum 
8アキニレ Ulmus parvifolia 
9プラタナス Platanus occidcntalis 
10イチョウ Ginkgo biloba 
11モミジパブウ Liquidamber sLyraciflua 
12ブウ Liquidamber formosana 
13アラカシ Quercusglauca 
14アラカシ 2 Qu巴rcusg'lauca 

var.aurantlacus 
20ツブラジイ Castanopsis cuspidata 
21マテノfシイ Pasania edulis 
22ネズミモチ Ligustrum japonicum 
23キ詩ウチクトウ Neriumindicum 
24ユズリハ(新築)Daphniphyllum macropodum 
25ユズリハ(1日議)Daphniphyl1um macropodum 
26カナメモチ Photinia glabra 
27オオカナメモチ PhotiniaserrulaLa 

3 結果と考察

1. L ぺ C'， H。変f削除の検討

ここでは全測定期間中のLぺ Cぺ wの変紋値(ここでは絞高値と説低怖の設を意味する)

について検討する O グラフの Fig.1 ~ 3は弁捌般のLぺ Cぺ H。の変位111任を去したものであ

るO なお，各樹穂のi泣l守!j. iiH出向及び、変{立11ftの数1i白については Table 2を参!!設されたい。

落葉樹と常総tffjの差が明般に表れているのは日。(色相)のグラフである (Fig.3) 0 12綾類の

落葉樹のうち怖の高いものはI11誌にマユミ (No.l) 1.76，ブウ (No.12) 1.25，ヤマモミジ (No.

5) 1.はであった。紅葉する樹棋である。常緑樹でi訟も艇の低いものはネズミモチ (No.22)，ユ

ズリハの新1[:1葉 (No.24，25) の0.05であった。常緑樹1:11最も高いものでも 0.20のナご干の新

(No.15) であった。変批他からみると常総樹の色相はそれほど変化しないことが確認できる。

L * (明度) (Fig. 1参Hの， C * (彩皮) (Fig¥2参照)の変位他は概して議葉樹の方が高い似

を示すが樹離により H。ほど明Tr{~ではない。例えばH"ではi弱い備を示したブウ (No.12) は

L*では常緑樹のナギ(新薬) (No.15) ，マテパシイ (No.2l)よりも 1~白がK~い。また， C'でもフ

ウとナギ‘(新紫)とマテパシイの設はそれほど明維で、はない。なおLヘC'の最高純はともにイ

チョウ (No.lO) であった。 Lぺ Cキの11訂正1fi立はともにユズリハ(1日紫) (No.25) であった。

2. Lぺ Cぺ日。変位j或の検討

j二記H"(色相)の変化に注目し， 1[1白が安定している11寺掛け月 27日以前の 2ヶ月)を使立

1'19に夏期とし 3 その後の 2ヶ月を紅諜期とした。各樹種について， Lぺ Cぺ日@の各変f立の大

きさを相対・的に比較するため，明と絃楽期のLぺ C ヘrrの変位域(iWJ定期11111勾に変枕した

領域)を Fig.4 -9 ~こ表したり

(i) L* (明度)による分析 (Fig.4，5参照)

まず、 2つのグラブの全般的な検討ーからはじめる o 概してJ!.[!Vlにおける L本の変位は務葉樹 (No.
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Table 2 五1AX.&主!IlN.Value丘ndChangeable Range Value of L ¥C¥H . in each Speci自s.

災o.V(MAX) L'(MI"骨 L'(ivIAX蜘MIぬ γINDEXCぺMAX)C' ~vIl N) C-(MAX.MIN) C可NDEXH" (MAX) H。号、1JN)氏。uvIAX.MIl¥I目立災DEXT.C.R司INDEX

48.84 34.00 14.84 37.38 39.14 16.06 23刷08 50.04 2.25 0.49 1.76 100.00 62.47 
2 53.82 31.88 21.94 55.26 47.01 14.51 32.50 70.47 2.33 1.20 1.13 64.20 63.31 
つd 63.77 31.15 32.62 82.17 55.18 10.40 44.78 97.09 2.32 1.55 0.77 43.75 74.34 
4 62.14 30.13 32.01 80.63 54.38 12.33 42.05 91.18 2.32 1.60 0.72 40.91 70.90 
b 53.78 35.96 17.82 44.89 46.53 18.91 27.62 59.89 2.20 1.06 1.14 64.77 56.52 
6 63.27 33.06 30.21 76.10 51.74 13.60 38.14 82.70 2.32 1.56 0.76 43.18 67.32 
7 66.96 37.25 29.71 74.84 57.31 25.15 32.16 69.73 2.23 1.31 0.92 52.27 65.61 
8 55.16 33.16 22.00 55.42 39.05 12.12 26.93 58.39 2.30 1.22 1.08 61.36 58.39 
9 55.24 36.31 18.93 47.68 44.76 19.01 25.75 55.83 2.22 1.46 0.76 43.18 48.90 
10 72.86 33.16 39.70 100.0ゆ 63.02 16.90 46.12 100.00 2.30 1.54 0.76 43.18 81.06 
11 67.00 34.68 32.32 81.41 54.41 17.00 37.41 81.11 2.28 1.32 。.96 54.55 72.36 
12 43.36 35.98 7.38 J8.59 36.25 16.47 19.78 42.8宮 2.22 0.97 1.25 71.02 44.17 
晶司晶‘司晶画..・・晶仲争母酔静‘ ...........__..・‘' ー‘司晶・晶----_.-ド.....ー...'ドー岨“守 晶君亭'冒トー 併合..唱‘' 晶司ド晶 ト'‘併鳴蜘+柑咽bφ ...........ー

13 38.06 32.83 5.23 13.17 21.98 12.32 9.66 20.95 2.29 2.20 0.09 5.11 13.08 
14 35.45 31.04 4.41 11.11 17.32 12.05 5.27 11.43 2.31 2.21 0.10 5.68 9.41 
15 41.71 33.04 8.67 21.84 30.24 13.17 17.07 37.01 2.38 2.16 0.22 12.50 23.78 
16 36.67 32.40 4.27 10.76 21.25 12.31 8.94 19.38 2.3 ・内向i 2.25 0.12 6.82 12.32 
17 41.97 34.90 7.07 17.81 25.00 14.57 10.43 22.61 2.21 2.01 0.20 11.36 17.26 
18 40.17 34.06 6.11 15.39 25.72 19.61 6.11 13.25 2.24 2.13 0.11 6.25 11.63 
19 36.17 32.29 3.88 9.77 15.35 10.76 4.59 9.95 2.24 2.13 0.11 6.25 8恥66
20 35.62 32.30 3.32 8.36 18.59 15.16 3.43 7.44 2.28 2.18 0.10 5.68 7.16 
21 43.65 35.20 8.45 21.28 29.04 14.76 iヰ.28 30.96 2.24 2.08 0.16 9.09 20.45 
22 34.77 30.77 4.00 10.00 17.12 10.39 6.73 14.59 2.31 2.26 0.05 2.84 9.17 
23 36.61 32.50 4.11 10.35 17.46 10.62 6.84 14.83 2.30 2.24 0.06 3.41 9.53 
24 37.50 33.87 3.63 9.14 19.14 14.49 4.65 10.08 2.28 2.23 0.05 2.84 7.36 
25 38.39 34.66 1.73 4.36 16.51 14.42 2.09 4.53 2.27 2.22 0.05 2.84 3.91 
26 37.04 33.65 3.39 8.54 18.87 13.55 5.32 11.54 2.21 2.15 。“06 3.41 7.83 
27 36.20 33.54 2.66 6.70 19.36 l4.27 5.09 11.04 2.28 2.20 0.08 4.55 7.43 

T.C.R.-I災DEX (TOTAL CHANGEABLE RANGE INDEX) 
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1 -12) と常緑樹 (No.13-27)の設はそれほどi羽織ではないの例えば常総のクスノキ (No.17)， 

ナギ〈新葉) (No.15) ，ヤブツバキ (No.18) 等はグラフから I~] らかなように落葉樹の変位城の

111閥的な位援を占める o -"jj紅葉1t}Jについては，例外としてフウ (No.12) があるが，明かに務

葉樹。の変故域が常総樹に比べて大きい。

次に謀議樹・常緑樹加に検討する。

務濃樹 (No.1 ~'12) は概して笈JlJJの変{立に比べ，紅紫JUlは大きいものが多い。夏JUJ において

変位が大きく，設だつものはJII(I~こ，マユミ (No. 1)，アキニニレ (No.8)，イチョウ (No.10) で

ある。渡期において変位の小さいものをliI自にあげると，ヱブノキ (No.3)，マンサク (No.2)， 

モミジノfブウ (No.ll)キ主で、ある。

絃議期において変伎が大きいものを 5つ}II買にあげると，イチョウ (No.lO)，エゴノキ (No.3)， 
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ムクノキ (No‘4)，トウカエデ (No.6)，カツラ (No.7) の}llnである O 紅葉期に小さい変{立の

ものはブウ (No.12) である。

l得一樹穂I}、jにおける紅葉JlJJと草加の変枕域について比較-すると， JlJVlに変伎が小さいため，エ

ゴノネ (No.3) は紅葉j切の変位j~xは渡期の19.4怖と故もそのj七機が向い。ぞれに続くのは，モ

ミジパブウ (No.l1) 7.5情，ムクノキ (No.4) 7.21おとなっている。終業樹ではマユミ (No.l)

を除いて，すべて紅葉期の変f立が変則の変{立にまさっている。マユミは紅葉期の変位が変WJの95

%であるo

常総樹は L*では哲!と紅葉期の変f立は落葉樹ほど明かな傾向は認められない。紅葉剤!の変位

が大きいものとして，ナ午、(新築) (No.15)，マテパシイ (No.21) で，変位の小さいものはユズ

リハ (1日葉) (No.25)，カナメモチ (Nci.26)，ユズリハ(新葉) (No.24)，ツブラジイ (No.20)， 

キンモクセイ (No.19)等である。

同…樹穂内の紅葉1Vlと夏期の変f立の比較をすると， iJllj定常緑樹12接lド8樹税が切の変位が大

きい。紅葉WJでi訟も大きいものはマテパシイ (No.2l)の2.5ftrである。夏jtJJのブJが変位が大きい

ものはカナメモチ (No.26)0.21九ユズリハ (1[1業) (No.25) 0.31孔ユズリハ(新葉) 0.3箭，

ヤブツバキ (No.18)0.4倍である。((紅紫JlJJの変{立J/ [道知の変位〕の比で裂しているため，

i米満は夏期の変伎が大きいことになる。)

(ii) C彬(彩!支)による分析 (Fig.6，7参!被)

2つのグラブi'概観すると，夏期における C*(J)変位はマユミ (No.1) とアキニレ (No.8) 

を除けば落葉樹と常緑樹の澄はそれほど綿織で、はない。クスノキ (No.17) の備は落諜樹のアキ

ニレ，マユミ，イチョウ (No.10) に次ぐものである。逆に紅葉JtJjについては，ナギ(新紫)

(No.15) とマテパシイ (No.21lがは穂の落葉;樹に続く似をとり，その他は概して変位域はノj、さ

し、。

次に溶葉樹・ 731品1~j 別に検討する。

落葉樹 (No.1 .~ 12) は概して夏期の変位に比べ，紅紫JlJj(立大きいものが多い。ただ，マユミ

(No. 1) とプキニレ (No.8) は夏期1.紅識別の変位はほぼ|可桂成である。夏期において変{立が

大きいものは，アキニレ (No.8)，マユミ (No. 1)，イチョウ (No.10) の冊目である o L'といj樹

被である o ][J~J において変位の小さいものそ}II況にあげると，マンサク (No. 2)，モミジパブウ

(No.ll) ，ブウ (No.12) である O

紅葉j切においてはほとんどの樹離が大きい変位域を訴す。大きいものを 5磁，服におすと，エ

こ了、ノキ (No.3)，イチョウ (No.lO) ムクノキ (No.4 )， トウカエデ (No.6)，カツラ (No.7) 

である。 L*と何種の樹木である。部葉樹内において紅葉j切にとくに小さい変位をおすものはな

し、。

i元j…格i種I)'Jにおける紅葉期と夏期の受託{立域について比較すると，そのよとが5倍以上のものは，

i ゴノ.キ (No.3) 6.811~:，マンサク (No. 2) 6.5倍，ムクノキ (No.4) 5.5ftr，モミジパフウ

(No.ll) 5.4倍であった。 C'においてもマユミ (No.1) 0.91帝を除く他の{討議は，すべてま1:紫J~J

の変位が変JUjの変{立にまさっている。アキニレ (No‘8)は1.1僚とわずかに紅葉閣がまさってい

る。

常k~艇は C 勺こおいても ðíWl と紅葉期の変位は落葉樹ほど明かな傾向は認められないが，紅紫

j羽の変{立が大きいものとして，ナギ(新薬) (No.15) ，マテパシイ (No.21) があげられる。また

紅葉却jに変位の小さいものは}IIHにカナメモチ (No.26)，ツブラジイ (No.20)，ユズリハ(1日紫)

(No.25) ，ヤブツバキ (No.18)，ユズリハ(新紫) (No.24)等である。

|待一樹穂r'すの紅葉期と夏期の変伎の比較をすると，測定常緑樹識は績の内，夏期に変{立の方が
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大きく，紅葉期の変{立が小さいものは L*と間数の 8樹職安数える。 JIJ買にカナメモチ (No.24)0.2 

惜，ヤブツパヰ (No.18)0.31音，クスノキ (No.17)0.t11九ツブラジイ (No.20) 0.511'4'，ユズリ

ハ(新築) (No.24) 0.7倍等である。紅葉期の変{立が大きいものはマテパシイ (No.21) 3.7倍，

ナギ(新紫) (No.15)， 2.4情，ナギ(J日紫) (No.16) 2.3情である。
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(iii) H 0 (fE.f0)による分析 (Fig.8.9参照)

2つのグラブを概観すると，笈期における目。の変位は?喜楽・常緑樹とも同じぐらいの変位域

にあり， r列維な相違は見られない。いずれも日。憶が2.05から2.33(radian) のJl¥]に位置してい

る。散も変位域の大きいのはマユミ (No.1) 0.2であり，小さいのはナギ(l自紫) (No.16) 0.03 

である。それに比べ紅葉期は常総樹の変枇域がそれほど変化しないのにおfし，落葉樹の変f立域iま
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すべての樹離で大111高に大きくなる。 測定樹徴金総結の車工業j剖の変{立域の範聞は0.49から 2.3

(radian)である O

次lこ務理HM'常緑樹別に検討する。

務紫紺 (No.1 ~ 12) のうち定期の変伎が比較的大きいものはJII武に，マユミ (No.l)，イチョ

ウ (No.lO)，トウカエデ (No.6)，アキニレ (No.8) である。夏!Ulにおいて変位の小谷いもの

は，エゴノキ (No.3) とヤマモミジ (No.5)である。

紅葉j!JJにおいてはすべての落築制干草が大きい変位域をおす。大きいものを 5槌， Jmに訴すと，

マユミ (No.1)，ブウ (No.12)，ヤマモミジ (No.5)，マンサク (No.2)，アわレ (No.8) 

である O

料。
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同…樹秘1)すにおける紅紫期と夏期の変位域について比較すると，その比が10倍以上のものは，

ヤマモミジ (No.5) 22.61青，エゴノキ (No.3) ，18.:Hs'，ブウ (No.12)17.41丸マンザク (No.

2) 15.11弘モミジパブウ (No.ll) 12.4倍，カツラ (No.7) 11.01奇である。

常緑樹 l土日。においても夏期と紅紫lVJの変伎は溶紫樹ほど明かな傾向は認められない。紅葉・矧

の変伎が比較的大きいものとして，ナギ(新築) (No.15)，クスノキ (No.16) があげられる O ま

た紅紫Jl月において変{立のノj、さいものはネズミモチ (No.22)，ユズリハ(新薬) (No.24)，ユズリ

ハ (1日諜) (No.25)，ヤブツパ今 (No.l8)等である O

|吟一括j";f盛|付の紅葉j明と変則の変{立の比i肢をすると， iJ!1j定常緑樹犠12;f長の!ん]，変1VJに変fiJ:のブJが

大きく，紅葉JUjの変伎が小さいものは 3樹磁ある。 )1摂にヤブツバキ (No.18)0.51札ネズミモチ

(No.22) とユズリハ(新築) (No.24) が0.6能であった。それ以外は紅葉期の変位の)jが大きいo

!II立に，ナギ(IFI漉) (No.15) ，マテパシイ (No.21)，ナギ(新主主) (No.1りであった。

4 変{立指数じよる検討-

樹木の紫色について LぺCぺ日。の 3il4hによる分析を見てきたがγ ヅjでi!4lJ7}ljの分析を総合

する色彩変位の指標について検討したい。

まず， 3 ~qhの相関について見てみると， L'とC療には Fig.lOのカツラの例のごとく，ほぼすべ

ての樹君主について正の相関がみられるる。しかし， L吻と日。については樹範により負の相関が

見られるものもあるが (Fig.ll)，どちらともいえないものもあった。 (Fig.12) C'と目。につ

いても伺様である。 (Fig.13)

総合指概念考えるよで¥上記の相関から戦hの重み付けを考臨する必攻:があるが，現段階ではま

だ，データの蓄積も十分ではなく，下記のような…応l!ql!ごとの指数は等知iとし，その合算から ij雪

定的な相対・~;I'fmj を求めてみた。

樹穂 (υi) の変{佼立立:指数巴 1/:3 1比L'i(M叫ilAX-MIN附)/L本 ma瓜x(νMAX

+C' i(MAXふ1IN)/C事 max(MAX-MIN)X 100 

十rri(MAX・MIN)/ H 0 max (MAX 
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Fig.14L;tiJ{1J定i闘機の変{立指数を数艇の高いJllfiに並べたものである。 155側の12穣はすべて落漉捌

である。 L*あるいは C'で、はいくつかの???緑樹と比べて，ぞれほど裁が明確でなかったフウ

(No.12) も変位指数では明らかにその設が表れていることがわかる。なお， Fig.はではLヘCぺ

任。の 3指数の占める割合も明おした。例えばマユミ (No.1 )は日。指概が5割以上諸.与して

おり，イチョウ (No.lO)は L*とC吋制裂がH。指標よりも寄与していることがわかる。今関Lぺ

C ぺ日。の 3戦hは等備であるとしたが，今後の問題として人間の視覚特性を反映した 3ilq!iの

み{，J'けが検討されなければならない。
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Fig.14 T.C.R.INDEX (Toial changeable 
range-Index) in each species. 
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2) CIE (国際)j告別委良会)が1976ijoにt佐賀した色彩だf!lJで， 3 ~qh Iまもともと ( L¥ a ¥ 
b つであるが， a' b *If哨Hこ桜阪線 (C.， H" )を別いたものである。 C*口 (a.，十 b川) 1/2 

である。 H。口archtan(b' / aつである。なお絡しくは文献 1)の泌を参照のこと。

〔付記〕本論文の関税については古関鍛也瀧怖の手告と煩わした。ここの記してお礼申し上げる。

Hesume 

Selecting 24 species of trees， which had planted in the northern campus of Kyouto Univ.， 

we analized their leaf colors by using the colorim日ter(MINOLTA CR-IOO) during about four 

months ( the end of July to the beginning of December in 1991). 

We tried to characterize leaf color changes between deciduous trees and evergreens mainly 

in red lea ves season by L ぺ C* and W ，that is to say， three axes of CIE1976 (L ぺ aぺ

b 勺 -ColorSpace. 

Generally in each axis， color changeable range of d邑siduoustrees are wider than 

evergreens in red leaves season. But 8 out of 12 species of evergreen trees w巴rewider 

changeable range in summer season than red leaves season on axes of L ホ andC¥ 

As a total changeable range index of leaf color in red leaves season， we showed th日

following formula. 
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T.C.R.-INDEX (TOTAL CHANGEAおLERANGE INDEX) of tree spesies (i ) 

ロ 1/3 !L本 i(MAX -MIN) / L *max (MAX -MIN) X 100 

+C本 i(MAX -MIN) / C *max (MAX -MIN) X 100 

十日。 i(MAX -MIN) / H 0 max (MAX -MIN) X 1001 




